
 

 

 糸島市九州大学国際村交流事業  ＼世界のクリスマス・お正月体験／ 

  グローバルクリスマスホリデーを開催 

 市は、糸島市泊にある「泊カツラギ地区」周辺を「糸島市九州大学国際村」と位置づけ、 

 九州大学・地元金融機関・民間企業と連携して、地域の国際化・国際交流・国際教育・国際理解等の促進に取り組んでいます。  

ペルー（クリスマス飾りづくり） 
ナシミエント 

インド（Bollywoodダンス･伝統料理試食） 
ビリヤニ 

日本（絵馬づくり） 

台湾（春聯づくり） 
しゅんれん 

 12月15日(日)、セトルグローカルホテル糸島で九州大学留学生・外国人研究者やそ 

の家族などと、地域住民との交流イベントを開催。当日は、留学生等20人、地域住民な

どが57人参加し大盛況となりました。 

 九州大学留学生のご協力のもと、参加者はペルー・インド・台湾・日本のブースで各

国のクリスマス・お正月文化を体験しました。 

 餅つきは、泊一行政区の地域住民の協力で実現したもので、砂糖じょうゆ、きなこな

どに味付けされた餅をみんなで味わい、留学生からは「Mochi is very tasty！」などの

声がありました。 

 日本人参加者も「世界とつながる場があることは大変嬉しい、さらに多くの国の人と

交流したい」と述べ、異文化交流を楽しんでいました。 
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 九大生805人に新鮮な糸島野菜などを提供！ 

  ＪＡ糸島と九大生協“そしき部“が「九大生応援市」 

いとしま            ニュース 

12月６日(金)、九州大学の食堂（ビッグさんど地

下１階）で、九大生応援市が開催されました。 

このイベントは、JA糸島が九大生の生活を応援す

るために2021年から伊都キャンパスで年に２回開

催しているものです。 

きっかけは、新型コロナウィルスの禍中、JA糸島

が九大留学生からバイト先が見つからないので食べる物がないと相談を受けたこと。 

すぐに会議で支援することが決まり、当初は規格外の野菜を無償提供することでス

タートしていましたが、次第に九大生のためにと生産者が糸島で採れた野菜を持ち寄る

ようになりました。 

会場には、新鮮な糸島野菜の他にも、卵、米、くだもの、ジュース、缶詰、衣類、日

用品、インスタント食品などが所狭しと並べられ、本格的な産直市場のような雰囲気に

なりました。 

主催者の一つであるJA糸島女性部の波多江優子部長は、「九大生は孫みたいな存在。

糸島の野菜を九大生に食べてもらいたくて、おすそ分けをする気持ちで取り組んでい

る。開催できるのは協力者がいるおかげ。この輪が広がっていけばいいですね」と述べ

ていました。 

九大生協の「そしき部」（九州大学生協の下で組合員のために学生目線で活動してい

る団体）からも約50人の学生が協力。会場準備や配付個数決定、支援品の配付など、同

じ九大生のために運営の中核を担っていました。 

来場した学生は、「大変ありがたい。心が温まる思いです」と、両手いっぱいに野菜

などの食材を抱えて家路についていました。 

 

▼開場前の100ｍを超える学生の列 
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いとしま            ニュース 

 自然豊かな７校区限定 

  糸島市転居相談会「糸島海ちか山ちか」を開催します 

水素社会ショールーム 

  糸島市の自然豊かな地域への転居を検討し

ている人、海や山に近い暮らしに興味を持っ

ている人を対象に、転居相談会を開催しま

す。 

  実際にどのように物件を見つけたか、引っ

越した後の暮らしぶりなどゲストスピーカー

からお伝えします。個別相談では、気になる

地域のことについて実際に住んでいる地域

コーディネーターに直接質問できます。 

ご興味のある方はぜひご参加されてはいかが

でしょうか。 

 
 

 

転居相談会はコチラ▶

相談対応校区 

（自然豊かな７校区） 

九州大学 

伊都キャンパスは 

ココ！ 

開催日時：２月８日（土）13時30分～16時00分 

会場：糸島市役所市民ホール  

 市では、令和６年度から大学生等インターンシップ事業「いとしまキャリアクエスト」

を実施しています。 

本事業は、大学生等の本市への就職と定住・定着などを目的とするものです。 

今年度は、企業４社と九大生５人のマッチングが成立し、11月からインターンを開始

しています。 

参加した学生からは、「現場のリアルな課題に気づかされました」との感想が寄せら

れ、受入れ企業の担当者は「もっと他の学生とも関わりたい」などど語りました。 

２月19日(水)には成果報告会を開催します。取組の魅

力を感じていただき、ぜひ学生にもご周知ください。 

申し込みフォームは

コチラ▶ 

■成果報告会■   
 

日時：2月19日(水)成果報告会：16:00 ｰ 17:30 ※無料  

         懇 親 会：17:30 ｰ 19:00 ※ 

会場：みんなの（糸島市前原中央３－４－３） 

申込：事前 詳細はコチラ 

問い合わせ：ムーンベース合同会社         ▲ミーティング中の様子 

  （左から）受け入れ先(株)オートシステムの担当者熊本さん、 

       九大生の大屋さん 

 大学生が市内企業等でインターンシップ 

   いとしまキャリアクエスト 

 

学生  会費無 

社会人 会費有 

【お問い合わせ】 

地域振興部 コミュニティ推進課   

      人口減少地域対策係 

     TEL：092-323-1111  

※申込締切日以降も、 

受付ができる場合もあります。 

mulberry.house.fun@gmail.com 

https://www.city.itoshima.lg.jp/s006/b030/010/030/R6tenkyosoudankai.html
https://shinsei.pref.fukuoka.lg.jp/SksJuminWeb/EntryForm?id=ymfnMf41
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeCdBIoLZgCsmj-167IPRcmzmTC2x0BQM5vUbmeIpdCZKL6LQ/viewform


 

 

どっちに行く！？＼糸島の冬の味覚対決／ 
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糸島の イイトコ 紹介  

糸島市では、九州大学教職員の皆様に糸島のファンになってもらうため、 

HOTな話題と「ほっ」とするニュースを２カ月に１回 お届けしています。 

糸島市 経済振興部 学研都市づくり課 大学連携推進係 

〒819-1192 糸島市前原西一丁目１番１号 ☎092-332-2079（直通） 

http://www.city.itoshima.lg.jp（糸島市公式ホームページ） 

https://www.facebook.com/city.itoshima.jp（糸島市公式Facebookページ） 

発行元 

いとしま            ニュース 

市ＨＰ 

糸島の海で養殖されている「糸島カ

キ」のシーズンが到来。獲れたてのカキ

をその場で焼いて食べる “カキ小屋”

がオープンしています。 

 糸島の冬の風物詩となった漁師直営の

カキ小屋は、糸島市内の漁港に約30軒

が立ち並び、休日は行列ができるほどの

賑わい。４月初旬までの期間限定で営業

する予定です。 

 それぞれの店舗には、アツアツのこだ

わりの味覚を感じることができます。 

糸島の森林からの養分をたっぷり含ん

だ新鮮な糸島カキを堪能しませんか。 

＃カキを食べに行こう！ 

＃いちごを食べに行こう！ 
市内６カ所の農園等ではいち

ご狩りが営業中。12月頃から

５月頃まで糸島産の新鮮ないち

ごを味わうことができます。 

また、農園併設のキッチン

カーや農園直営店のカフェでは

いちごのデザートも味わうこと

ができます。 

いちごに含まれるビタミンＣ

は野菜や果物の中でもトップク

ラスと言われています。 

真っ赤に実った栄養満点のい

ちごをぜひお召し上がりくださ

い。 

 

詳しくは、コチラ 

詳しくは、コチラ 

http://www.city.itoshima.lg.jp
https://www.facebook.com/city.itoshima.jp
https://kanko-itoshima.jp/spot/kakigoya/
https://kanko-itoshima.jp/event/ichigogari2024-2025/

